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（２）世界一の海づくりプロジェクト（事前協議調書） 

 

現  状

課  題 

価値観やニーズの多様化に伴い「参加・体験型」観光に移行しつつあり、下田の多様な魅

力を活かした観光ソフトの開発や普及が求められている。特に、本市の大きな魅力である海

が、十分に活用されていない。 

目  的 

 本市の豊かな自然は、市民の生活や経済的基盤を支えるとともに、訪れる人の大きな魅力に

もなっているため、豊かな自然を将来に継承し、人々の営みと自然が共生できるまちづくりを

推進することを目的とする。 

事業概要 

予  算 

 

１ 連携強化推進事業 

１） 自然体験活動推進協議会の再編成  

 ○平成25年度 ・市内体験事業実施団体による協議会の再編成 

海、山などの自然体験、その他参加、体験事業実施者 

２）体験活動情報発信の一元化 

 ○平成25年度～・ホームページ、パンフレット等による情報発信 

         

２ 人材育成事業（ジオパークと関連した人材育成、元気な高齢者の参加促進） 

 ○平成26年度～・体験事業コーディネーターの育成 

・危機管理講習会の実施 

        ・体験ツアー、モニターツアー等の実施 

 ○平成27年度～・広報宣伝、予約システム等の窓口一元化（体験事業ｺｰﾃﾞｨﾈｲﾄ事業） 

 

３ 体験活動環境整備事業 

  ○平成28年度～・海を１年中楽しむことのできる環境整備（モデル地区の設定） 

 

４ 概算事業費 

年度 事 業 内 容 事業費（千円） 

25年度 
自然体験活動推進協議会の再編成 
体験活動情報発信の一元化（ホームページ整備） 

1,500 

26年度 
体験事業コーディネイターの育成 
危機管理講習会、体験ツアー、モニターツアー等の実施 

1,500 

27年度 広報宣伝、予約システム等の窓口一元化 1,500 

28年度 環境整備事業（観光施設整備事業補助金活用予定） 未定 

 事業費計 4,500 

※ 平成25年度は、下田市自然体験活動推進協議会500千円、交流定住促進助成1,000千円 

で事業実施予定。 
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事業費 ４，５００千円（環境整備事業は除く） 

実施期間 平成２５年４月～平成２８年３月 

その他 海の通年活用については、漁業関係者との連携を密接にして実施する。 

実施体制 

 

下田市観光下田市観光下田市観光下田市観光まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり推進本部推進本部推進本部推進本部    

下田市長、観光協会長、商工会議所会頭 

伊豆漁協組合長、ＪＡ伊豆太陽組合長 

事務局（下田市観光交流課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然体験活動推進協議会自然体験活動推進協議会自然体験活動推進協議会自然体験活動推進協議会（事務局：観光交流課） 

 

     海             山          ものづくり他 

下田市観光下田市観光下田市観光下田市観光まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり連携連携連携連携推進幹事会推進幹事会推進幹事会推進幹事会    

 

観光協会、商工会議所、伊豆漁協、ＪＡ伊豆太陽 

下田市（産業振興課、観光交流課） 

・ウミホタル観察 
・磯の生き物観察 
・ダイビング 
・サーフィン 
・シーカヤック 
・スノーケリング 
・ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞ 
・ビーチヨガ 
・海釣り 
・船釣り 
・サンドスキー 
・パラグライダー 

・ドルフィン体験 

・下田魚市場見学 

・海岸学 

※教育旅行協議会 

・乗馬 
・ツリークライミング 
・マウンテンバイク 
・里山遊び 
・調理体験（ﾎﾟｰﾚﾎﾟｰﾚ） 
  もちつき、石釜ピザ 
  まんじゅう、味噌 
  そば、こんにゃく 
  うどん、かまどご飯 
・柿、みかん狩 

・陶芸 
・ちりめん細工 
・シークラフト作り 
・海藻押し葉 
・ﾊﾞﾝﾌﾞﾘﾝｸﾞｱｰﾄ 
・ひもの開き 
 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰ 
 

※空店舗の活用 

（参考）下田市自然体験活動推進協議会構成員 

 下田市長（会長）、下田市観光協会長（副会長）、伊豆海洋自然塾代表（副会長） 

 下田ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞ協会、伊豆下田地区教育旅行協議会、加増野ポーレポーレ 

 なのりその会、下田市振興公社、下田ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞ協会、ﾋﾞｯｸﾞｼｬﾜｰ実行委員会 


